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『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

高木信宏

スタ‘ノダールは，生涯にわたって「自分はなんであるのか」と問いつづけて

やまなかった作家である。 1801年， 18歳のときにはじめられた青年時代の日記

では，自己の探究がやがて主要なモチーフのひとつとなり，日常的な経験にも

とづく独自の弁証法的な自己認識の方法に帰結することになる l)。しかも，「わ

たしはトラシーの考えに賛成だ。 Noscete ipsum汝自身を知れ，これが幸福

の一源泉である」といった日記の記述にあきらかなように見スタ‘ノダールの

自己探究は同時に個人の「幸福」の追求という目的にわけがたく結びついてい

た。ここから自己の未来・可能性を信じる若き日のスタソダール像を思い描く

ことができようし，さらに彼の日記が将来の創作活動のための考察や構想が練

られる場所であるとするならば3)' 自らを実験台にすることもいとわぬ文学的

な野心を重ね見てもけっして不当なことではあるまい。

いうまでもなく，このような自己探究の特徴は「青年期」という条件をつよ

く際だたせるものだ。 1832年，チヴィタ＝ヴェッキアでなされる自伝の試み，

『エゴチスムの回想』の冒頭ちかくで「わたしは自分自身が何者であるのか知

らない」という告白がスタ‘ノダールそのひとの口から発せられるとき，もはや

未来に開かれた自己変革の展望を想像する後世の読者などいやしないだろう。

自伝をしたためる多くの作家がそうであるように，いかにもテクストの一節に

はやがて50歳をむかえようとする作家の晩年の意識が窺い知れるように思える

からである鸞つまり，終わりを意識した人間が自己の軌跡をたどりながらこ
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ころみる自己認識には，すでに「出来あがった」人間の視点が前提にされてい

るようなイメージがつきまとうのだ鸞

さて，われわれが本稿において『エゴチスムの回想』につづく未完の小説，

『社会的地位』を取りあげる目的は， 1832年当時におけるスタ‘ノダールの自己

をめぐる一連の問いかけが，じっさいにはどのような展望におさまるのかを考

察することにある。はたしてほんとうに，そこでは晩年の意識からのみ自己は

見つめられたのだろうか。あるいは，自身の未来への関心や意欲といったなん

らかのダイナミックな心境の展開は見いだせないのだろうか。これらの問いを

検証するために，まずは『エゴチスムの回想』から『社会的地位』にかけて作

家の自分自身への関心がどのように接続していくのかを検討することにしよう。

I 自伝的な逐語訳

『社会的地位』のテクストは， 1904年にはじめてカジミール・ストリヤ‘ノス

キーにより『スタンダール・クラプのタベ』のなかでその一部が紹介されたの

ち，第1次大戦後の1927年にようやくアンリ・デプレによって初版本のかたち

で全文が公刊された。ただしその後は，今日にいたるまで当該未完小説にたい

するスタ‘ノダール研究者の関心はきわめてひくく，現在148号を数える専門研

究誌「スタ‘ノダール・クラプ」においてさえもこのテクストのみを論考の対象

とする論文は見あたらないのが現状である。たしかに小説作品としての価値を

問題にする批評家の立場にたつのならば，モーリス・バルデッシュが語ったよ

うに『社会的地位』は，「おそらくスタンダールの残した草案のうちでもっと

も面白みにかける」ものといえるだろうし 6)' またこのように不評をかこつお

もな理由は，ミシェル・クルーゼが指摘するように小説の素材そのもの一一社

交界のきどりや，大使夫人とその信心家ぶった打ち明け話を愛の告白と勘違い

する外務省の屈官とのあいだでくりひろげられる会話＿ーにあるといえるかも

しれない因
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『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

しかしながら，かつてヴィクトル・デル・リットによってごく短い書評のな

かでではあるけれども，『エゴチスムの回想』との関連から『社会的地位』を

考察する必要性が説かれたことも忘れてはなるまい8)。つまり，この指摘がな

された1975年の段階（現在においてもいえるのだが）では，『社会的地位』の

テクストにみられる作家の自伝的な要素にかんするまとまった研究が欠けてい

たわけである。このことが現象として興味深いのは，『社会的地位』のテクス

トのなかに作家自身にかんする伝記的な要素が乏しいからではけっしてなく，

むしろ「自伝的な逐語訳(mota mot autobiographique)」とバルデッシュが
呼んだように9)'反対に誰の目にも作者と対象となっている題材とのつながり

があからさまに読みとれる点にあろう。

では，具体的な検討にはいるまえに，まず小説のあら筋をごく簡単に示すこ

とにしよう一—

舞台は1830年のイタリアのローマ。 2人の主要登場人物，ロワザ‘ノとヴォセー

公爵夫人の性格についての考察が提示されたあと，物語は主人公ロワザンがフ

ラ‘ノス大使館付きの秘書官として当地に赴任してくるところからはじまる。ほ

どなく彼は大使夫人であるヴォセー公爵夫人と出会い，その美しいまなざしや

風変わりな善良さに深く驚き，興味をいだく。半年後，ローマではロワザンに

ついて，新しい宗教の創設をもくろむ者だといった奇妙な評判がたつ。じつの

ところローマの美しい女性たちの近づきになろうとして途中で挫折してしまい，

この 2ヵ月というもの女性に話しかけるのをやめていたのだった。彼は自分が

相手にされない理由を年齢のせいだと思いこむ。ほどなく噂を知ってますます

人づきあいをさけるようになっていたロワザンの振るまいに，こんどはヴォセー

公爵夫人の方が関心をいだく。やがて，ふたりは親しくことばをかわすまでに

なるが，ある晩！彼は夫人から心に秘めた恐怖心を打ちあけられる。ロワザ‘ノ

は身分につりあわぬ彼女の信頼や行動を説り，彼女と親交が深いデッラ・ゲラ

ルデスカ枢機卿を嫉妬させるために利用されているのではないかと彼女の動機
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を詮索する。しかしながら，枢機卿と公爵夫人の関係については，炭焼き党員

のサヴェッリーの口から意外な真相が語られることになる。この男によると枢

機卿は教皇選挙会にからんでフラ‘ノス大使館に送りこまれたいわば間諜役であ

り，その戦術は大使の行動に影響力をもつ夫人を据手とすることにある。だが，

枢機卿の自分が公爵夫人に恋しているなどと妙な噂がたつのは不都合。そこで

彼女に恋人をあてがう必要があるのだが，じつはうってつけの人物としてロワ

ザ‘ノに白羽の矢がたっているというのである。しかも，枢機卿はロワザンが万

ーのとき夫人をうまく誘導してくれたら，社会的な後ろ楯になると口にしたと

いう。話を聞いたロワザソは真実を確かめるべく自ら枢機卿に近づき，彼が自

分の恋敵でないことを確信する。 『黙示録』の話題を契機とし，ロワザ‘ノは公

爵夫人の心を支配しようとするが，彼女が自分に恋をしたのだと勘違いし，勇

み足を踏んでしまう。彼女の態度が冷たくなる。じっさいにはヴォセー夫人は

ロワザソを侶仰上の慰め役として必要としていただけだったのだ。

『社会的地位』の草稿の主要な部分は， 1832年9月19日から同年10月6日に

かけて執筆されている。つまり梗概からあきらかなように，スタソダールは物

語の時代背景と舞台の設定を自身のチヴィタ＝ヴェッキア駐在フラ‘ノス領事と

しての社交生活に取材しているのである。だが，この未完の小説が「自伝的な

逐語訳」と呼ばれうる所以は，その点だけにとどまらない。たとえば第1章で

はロワザンの経歴が語られているが，そこに見いだせるのは作家自身の人生の

軌跡との興味深い類似である。
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16になるや，そのようにできあがったこの人物〔ロワザ1/)はナポレオ‘ノの行動の領

域に身を置き，ナポレオ‘ノに従ってモスクワやそのほかの国々へ行った。彼が戦場を駆

けめぐっているあいだに，父親の方は偉大な人物にならって財産を食いつぶし，破産し

てしまった。 1814年には彼個人もナポレオ‘ノの失墜で破産し，旅に出，淡々とした生活

をおくることになる。 1830年の革命のときに，過去に20年の公務の経験をもつロワザ‘ノ

は退職年金をえることを唯一の目的として書記官の仕事についた。年金をえるには30年



『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

の勤務年数が必要とされていたのだ。IO)

数字を若干修正しさえすれば，この経歴はそのままスタソダール本人のものと

重なろう。さらに，主人公と作家の深い結びつきを推測させるものとして，草

稿の余白にのこされた作家自身によるメモが挙げられる。同じく第1章のロワ

ザ‘ノの性格分析の部分で，スタ‘ノダールは「わたし自身のために：一言でいえ

ば，ロワザソは理想化されたドミニックだ」という決定的な証言を残している

のである 11)。作家が自分自身をモデルに主人公像を練りあげた事実を確認する

のに，もはやこれ以上ほかの類似点を指摘してゆくまでもなかろう。

なぜスタンダールは当時このような着想をえたのであろうか。言い換えるな

らば，現在の自分自身を主題として小説を書く意図は何であったのだろうか。

ここでとりあげねばならないのが，同年の6月21日から 7月4日までのおよそ

2週間をかけて執筆が試みられた自伝的な叙述『エゴチスムの回想』の存在で

あろう。というのも，『社会的地位』のテクストに窺えるスタ‘ノダールの自己

自身へのつよい関心は，とうぜん前者のなかで試みられた自己探究となんらか

のつながりをもつように思われるからだ。

JI 隠蔽された主題

このことを具体的に検討する前に，『エゴチスムの回想』の執筆の状況やテ

クストの特徴について粗描しておく必要があろう。執筆の主な動機としては，

すでにわれわれがべつの考察のなかで指摘したように12)1 当時の書簡や備忘メ

モから推察できる恒常的な倦怠と老いの意識が挙げられよう。もちろんスタ‘ノ

ダールのばあい，暇なので回顧録のひとつでもものにしようか，といった気楽

な心境ではなく，無為のうちに精神的に「老い」てしまうことへの恐れが根底

にあり，それを克服するために執筆はなされたものと思われる。自分が何者か

を知る行為は，とうぜん後世の読者に自分が何者であるのかを示す行為と重な
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るわけだが，おそらく自身の生をこえて未来にひらかれる展望を意識すること

で，作家は直面する「老い」の問題をたとえ一時的にすぎないにせよのりこえ

ようとしたのであろう。

ただし『エゴチスムの回想』では，自己の起源に遡って生の奥深い統一性が

語られるという自伝につきものの人格形成の物語が試みられたわけではない。

当初の執箪計画では， 1821年から1830年11月までのパリ滞在が対象であった。

つまり， 49歳の作家は38歳から47歳にかけての軌跡を振り返ろうとしていたわ

けである。周知のように，この時期のスタソダールのパリ生活は外交官として

の日常とは正反対に活気と刺激にみちたものであった。サロ‘ノでのオ気換発な

やりとり，文筆家としての仕事，クレマ‘ノチーヌ・キュリアルやアルベルト・

ド・リュバソプレとの恋愛，これらがスタソダールの生活を鮮やかに彩ってい

たのである。ところで一般的に考えるならば，華々しいパリ時代の思い出をた

どることは，かえって「すでに失われてしまったなにか」をつよく意識させる

結果になってしまうのではないだろうか。むろん，会話を楽しむサロソや恋の

相手，あるいは小説執筆のための時間的ゆとり，などといった実生活上の「欠

如」ばかりではなく，退屈なH常のなかでスタソダールが危惧している「若さ」

の喪失を。なぜならば，かりにテクストが放棄されなかったとしたら，そこで

はまちがいなく書きつつある今現在の内面の問題，すなわち「老い」への軌跡

が主題化されたはずだからである。

ところが興味ぶかいことに，スタ‘ノダールは『エゴチスムの回想』のテクス

トにおいて，反対に内的な「若さ」を強調することでそのような徴候を隠蔽し

てしまう。
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『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

青年の常で (1821年といえば，わたしはほんの20歳の青年なみだったことを思い出し

ていただきたい）。これほど先方に心酔しているのだから，彼女も自分に愛情をもって

くれてもよさそうなものだ，と当初は思っていた。今にして思えば，彼女はあまりにも

冷静かつ理の勝ったひとだったし，熱にも情にもやや乏しかったから，かりに恋愛感情

があったとしても， 2人の仲は長続きしなかったろう。14)

一見すると， 38歳当時，社会的な事象についての自分の洞察力が未熟であった

ことを誇張しているような印象をうけるが，スタンダールが自身を「20代の青

年」にみたてる比喩は，たんに「未熟／円熟」といった人生経験の次元でのみ

適用されているのではない。たとえば，虚飾のない素朴なイギリス娼婦との出

会いによって，マチルド・デソボウスキーにたいする失恋の痛手が癒された思

い出を想起するとき，スタ‘ノダールはつぎのように書かざるをえない自分を見

いだす。

それは，わたしの孤独な時間をたえず蝕みつづけたあの不幸にたいする，真のそして

奥深いところからくる最初の慰めだった。見られるとおり， 1821年には，わたしはほん

の20歳の青年だった。洗礼証明書の記すところによれば，当時のわたしは38歳というこ
とになるらしいが，もしその通りの年齢だったとしたら，わたしは好意を寄せてくれる

バリの堅気の女性たちを相手に，この種の慰めをえるように努めることもできたはずで

はないか。 15)

ここでの38歳の自分を20歳の青年にたとえる口調にはいささかも自嘲的なニュ

ア‘ノスは見うけられない。むしろ，青年のように繊細な感受性が弁護されてい

るといえようか。しかも注目すべきことに，スタ‘ノダールは49歳の執筆時にお

いても内面の若々しさを依然として保っていると考えているのである。

とはいえ，もしわたしが巧者にたちまわる男だったとしたら，もうとっくに反吐が出

るほどに女に飽き飽きしてしまっているはずだ。そしてまた当然，当代人の 2典型ラ・
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ロジエール氏やペロシャソ氏のような人物みたいに音楽にも絵にも飽きてしまっていた

だろう。そうなるどころか，わたしはおよそ女のことにかんするかぎり，幸せなことに

25歳の時と同じように目が眩んでいる。16)

このように見てくると，『エゴチスムの回想』における「内心の検討」の過

程であきらかに浮上してくるのは，オ知や洞察力は円熟したが感情や感受性は

昔と変わらないという二元的な精神の特徴だということができよう。また，知

性と感情について認識をこころみる過程でスタ‘ノダールの心境にすくなからぬ

変化が生じている事実も見逃すことはできない。 6月20日の日付をもつ執筆開

始後まもない草稿には，「わたしは49歳だ。多くの波瀾を知った今となっては，

せいぜい大過なく人生を終えることを考える時節だ」と記されていたのに対し

て，執筆が放棄される僅か 1日前の 7月3日には，第2章から移しかえられた

部分につぎのような加筆がおこなわれている。

こういうわけだから，何もかも厭になり，人生にも飽きてピストル自殺を遂げるなど

ということは，わたしのばあい，起こりそうもない。文学者としての生涯でなすべきこ

とは，まだ無数にある。できそうな仕事もたくさんあるし，それは10の人生を満たすに

足りるほどだ。 1832年の現在，難しいのは，パリの国庫中央経費出納係氏宛に2万フラ

ソの手形を振りだすなどという業務のために，仕事への集中を妨げられないようにする

ことである。17)

執箪当初の第1章のなかでは，もはやダイナミックな展開は望めないものとし

て回顧的な視線の対象であったはずの「人生」が，ここではあらたな創作の意

欲のもとに可能性をはらむ展望として捉えられているのがあきらかに認められ

よう。 50歳を迎えようとする年齢にあって， 「感じやすい魂」は依然として青

年のように若々しいのであれば，スタソダールの『エゴチスムの回想』執筆の

動機にみられた不安は，たとえ一時的にせよ解消されたと推測することもでき

るのではないだろうか。すくなくとも草稿には，後年バリに住む友人たちに宛
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『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

てた書簡のなかで表明されるような「老い」への危機意識や，知性や感情面で

の枯渇についての恐れを見いだすことはできないのである叫

m 「老い」の主題化

『社会的地位』の執筆は，とうぜんスタソダールの心境の変化と密接な関係

にあると考えるべきであろう。このことを確認するために，『社会的地位』に

おける主人公の人物設定に着目したい。主人公ロワザ‘ノ，この大使館秘書の年

齢は，すでに引用した経歴から計算するならば，クルーゼが指摘しているよう

に1830年には50代ちかくに逹してなければならないのだが見物語のなかでは

いちおう「40歳以上」とされている幻）。『エゴチスムの回想』との対照で興味

ぶかいのは，スタ‘ノダールが年齢について主人公につぎのような考えを抱かせ

ている点である。ローマの生活をはじめてまもなく，女性たちの美しさに魅了

されるロワザ‘ノは，自分が同僚たちにむける侮蔑に彼らの若さへの羨望が入り

交じっていることに気づく。

かりに彼ら〔同僚たち〕がわたしの考えを見ぬけるのであれば，彼らの方こそ正当に

も，わたしを奇妙なやつと見なすことができるのだ。わたしはデッラ・ゲラルデスカ枢

機卿の年齢だ。しかしわたしが18のうぬぼれ屋の美青年たちを滑稽だと見なすそのとき

に，枢機卿をとても若々しくしているこの同じ年齢が，大使館付の秘書を分別くさく，

滑稽な人間にしているのだ。

よし，あの美女たちをダイヤモソドのように眺めることにしよう。ダイヤを買えるほ

どの金持ちではないが，ダイヤはわが目を楽しませてくれる。21)

このような決意の後，ロワザ‘ノはローマの美しい婦人たちに気に入られようと

するが，うまく行かずに計画なかばで諦めてしまう。

「わたしは老いはじめている。それに気づかずにいるのは間違いだ。」 22)
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枢機卿の年齢設定は37歳であり，すでに見たロワザンの年齢とはすこしばかり

ずれがあるが，いずれにせよ重要なのは40歳前後の年齢と「老い」の自覚がこ

こで結びついて現れている点である。 『エゴチスムの回想』のなかでスタソダー

ルがふり返って語りはじめるのは38歳の自分自身であった。しかも，そこで作

家がかつての自分の姿に認めていたのは「老い」ではなく，「若さ」にほかな

らなかった。では，作家自身の自己を対象化する 2作品，しかも形式を異にし

つつ連続して試みられた2作品にみられるこのような違いをどのように解釈す

ることができるのだろうか。

現職のチヴィタ＝ヴェッキアのフランス領事がフランス大使館の内情やロー

マの政治状況をモデル小説で描くという行為は，とうぜん政治的な危険を学む

ものであるが，おそらくそうした点に配慮してスタソダールは主人公の年齢の

設定に煙幕をはったのだ，とする見方がもっとも妥当であろうか。同様の年齢

操作は当時のローマのフランス大使夫人，サ‘ノ＝トレール夫人をモデルとする

ヴォセー公爵夫人のばあいにも認められる。 1791年生まれのサ 1/=トレール夫

人は1830年には39歳なのだが，ヴォセー夫人の年齢は35歳と設定されている。

つまり，主人公たちの年齢はそれぞれモデルよりも 5歳前後若くされているの

だ。このようなスタ‘ノダールの配慮は，作中人物の年齢設定以外にも，たとえ

ばイタリアの枢機卿にかんする記述を草稿では暗号をまじえて書いている点な

どから推測できるはずである23)。とうぜん，設定上の真実らしさの問題がのこ

るとはいえ，スタンダールは目下の49歳時の心境を40歳前後の作中人物に反映

させているのだと仮定することも不可能ではあるまい。だとすれば，ローマの

外港に領事として赴任して以来，やはり作家は「老い」を意識するようなった

のだ，とする見方はいっそう裏づけられることになろう。

『エゴチスムの回想』の執筆における内的な「若さ」の確認は「老い」の意

識に発したものであったと見なすならば，『社会的地位』という小説形式で

「老い」の自覚を主題化する目的は，むろん前者とは異なるものでなければな

らない。換言するならば，『エゴチスムの回想』でなされた自己認識を方法を
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『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

修正して継続するといったものではありえないはずだ。 「老い」の意識にすで

になんらかの解決をみたからこそ，スタ‘ノダールはこの問題を回避することな

く主題にすえ，またごく近い過去における自身の内面を 3人称の作中人物を介

してよりいっそう客観的に対象化し展開することが可能になったと考えられる

のではあるまいか。

N 「老い」と「恋愛」

では，『社会的地位』のテクストのなかで「老い」のテーマはどのようにあ

つかわれているのだろうか。すでに引用した箇所からあきらかなように，主人

公にとって「老い」が問題となるのは女性との関係，すなわち恋愛とのからみ

においてであった。ロワザンは，自分が老いはじめたためにイタリアの女性た

ちに相手にされないのだと思いこむ。ここで注意しなければならないのは，作

家の実生活において「老い」を意識させることになったさまざまな要因，すな

わち倦怠きわまる日常や健康面での不安といったものと「老い」の主題との結

びつきがきわめて希薄な点である。したがって，小説のねらいは作家の実際の

生活の忠実な小説化ではないといえよう。おそらく，「恋愛」と「老い」のむ

すびつく背景としては，『エゴチスムの回想』第11章のなかでなされた，「わた

しはおよそ女のことにかんするかぎり，幸いにも25歳の青年並に眼が眩んでい

る」というスタソダールの認識に注目すべきではないだろうか。つまり，『エ

ゴチスムの回想』執筆の結果，スタ‘ノダールにとって 2つの主題の連関が小説

のアイデアとしてつよく意識されたのではないかと推測されるのである。

この点にかんして示唆的なのは，先述のロワザ‘ノのせりふの前後におかれて

いる語り手による分析である。

フラソスの小説があたえる考えで頭がいつばいのロワザ‘ノには，自らの不首尾の原因が

すこしもつかめなかった。
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「わたしは老いはじめている。そのことに気づかないのは間違いだ。」

そして，このまことしやかな理屈のおかげで， 2カ月のあいだ，彼は女性たちにほと

んど話しかけなかった。おそらくいかなる頭の持ち主とはいえ，この頭より判断力を欠

いたものはなかったろう。24)

一見すると，ここでの「老い」は外見的なレベルで問題となっているかのよう

である。というのも，たしかに異性の出会いの情景において視線というものを

特権化するのは小説の常套手段であり，ロワザ‘ノがそう考えてもごく自然な印

象をうけるからだ。また，それは『エゴチスムの回想』のような「内心の検討」

においてほとんど省みられることのない側面であるだけに興味深くもあるのだ

が，しかしながら語り手の説明によって強調されているのは，主人公が女性関

係で分別をなくす，ということに過ぎない。このロワザンの性格はべつの箇所

でつまびらかにされている。

政治や戦術など深刻な事柄において，ロワザ‘ノがはっきりと遠くまで見きわめることが

できるのは，彼がそれらにほとんど関心をもっていないからである。つまり，熱がない

のだ。しかし，自分が良く思う女性がかかわる話のばあい，彼の心はあたかも18歳のと

きのように常軌を逸してしまうのだった。滑稽なのは，彼が自分の年齢のおかげで自ら

をたいそう賢明だと思いこんでいることである。じっさいは年齢のために，彼は好まし

い女性を征服する悦びを誇張して考えているにすぎない。25)

ミッシェル・クルーゼは作家についての大部な伝記的著述のなかで，ロワザ‘ノ

の例を引きあいにだしながら，スタソダールにとって「老い」が最悪なのはい

わば外見のレベルの問題ではなく，「老い」が中傷的で冷淡な考えをもたらし

人を気難しい性格にかえるからだという旨の解釈を述べているが26)' はたして

そうであろうか。なるほど「老い」が外面的に扱われているのではないという

点では異論はないが，われわれにとって『社会的地位』とは「老い」を恋の障

害だと思い込んでしまった男の物語にほかならず，「老い」のもたらす性格そ

110 



『エゴチスムの回想』と『社会的地位』

のものが主題化されているとは思えないのである。なぜならば，この引用文か

らあきらかなように，語り手によって示される主人公の内面は，『エゴチスム

の回想』のなかで肯定的に確認されたスタ‘ノダールの「25歳の青年」のような

心のあり方ときわめて類似したものだからだ。しかも，「老い」の自覚につい

て主人公の錯誤を指摘する語り手の役割に注目するならば，ここには『エゴチ

スムの回想』によってえられた作家のあらたな認識が反映されていると考える

べきであろう。換言するならば，『社会的地位』執筆時においてスタ‘ノダール

は自身のごく近い過去の思い込みを反省的に捉えていると思えるのだ。

ヴォセー公爵夫人に愛されたと早合点する場面で，ロワザンの思い惑うあり

さまが内的独白のかたちで展開されているが，ここに「老い」の主題を読み解

＜鍵が隠されているようだ。

「公爵夫人を楽しませてやろうと，いやむしろ若い頃の武器をまだうまくあつかえる

のかどうかためしてみたいと思ったが，しかしやがて信心にこりかたまってしまう女に，

いやすでになにかにつけ，「それは道徳にかなってます」とか「それは背徳です」とか

ロにする女に好かれるなんて，ほんとうにいやだ。 〔…〕ヴォセー夫人は35歳だ。この

わたしが35歳の女を，しかも 5年後には40歳になる女を悦ばす役を引き受けるなんて，

まっぴらごめんだ。 〔…〕

ヴォセー夫人に好かれているとひとたび確信すると，ロワザ‘ノは自分がローマの美女

たちにもてなかったことを思い起こし，笑いながら考えた。

「どんなに自分の才能が優っているとはいえ，わたしは老いつつある。もはやあのよ

うな手練手管は，わたしのためにあるのではない。それにしても，多すぎて選ぶのにもっ

ぱら困るばかりではないかと心配して恋の国に来ていながら，ただのひとりのローマ女

性の手を握ることすらままならないとは皮肉なものだな。」切）

いうまでもなくロワザ‘ノは公爵夫人をリベルティナージュの対象として捉えて

いる。その意味で，この人物が「老い」を意識してしまうのもある種の社会的

な通念， ドン・ファソ的な幻想に囚われている結果だといえる。ここで公爵夫

人の年齢が問題にされているのも，誘惑者の視点を読者にたいしてあきらかに
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示すためにほかならない。作家がつぎのような記述を小説の冒頭ちかくに置く

のは，むろんその伏線である。

しかしながら，われわれの物語がはじまる時代には，ヴォセー夫人はもはや女たちが

誘惑されることのない人生の時期に達していた。うぬぼれ屋や手練の誘惑者たちは，

勝利や勲章とするにはそのような女たちがあまりにも年をとっていると見なすものであ

る〔...〕。 28)

スタソダール自身はこのようなリベルタ‘ノにはなれなかった。自分は叔父ガ

ニョソのような恋の戦略家には不向きで，結果的にはそれが幸いし49歳になっ

ても青年みたいに女に目が眩むのだ，という『エゴチスムの回想』第11章の記

述を思い起こされたい。すると，作家自身をモデルとする主人公もまた，本物

の誘惑者として設定されていないのではあるまいか29¥

たとえロワザ‘ノは35歳ということばを口にしたとしても，公爵夫人はまだ人から愛され

るのに充分ふさわしいように彼には思えた。たしかに，彼女は感情のなかに無邪気さを

もちあわせているし，大多数の女たちの頬に緻をつけるあの卑俗な慎重さといったもの

をまったくもっていなかった。また彼女に35歳という年齢を認めるためには計算したり，

彼女の子供たちの存在を思い起こしたりする必要があったのも本当である。夫人のあま

りにあどけなく美しい目は，すでにロワザ‘ノの心を完全に魅了してしまっていたのだっ

た。とりわけ2人だけになって，彼女がまなざしに感情のニュア‘ノスを思わずあらわし

てしまうようなとき，その目は抗しがたいものであった。

ロワザ‘ノの心の奥底で，慎重さという弁護士がふたたび35歳という致命的なことばを

くりかえそうとしたときに，希望と幸福の弁護士が反駁した。

「わたしの方も初老の男ではないのか。ローマの美女たちが，自分にそのことをはっ

きりと分からせてくれたばかりではないか。」 30)

いうまでもなく，「まなざし」のモチーフはスタ‘ノダールが情熱的な恋愛を形

象化するときにもちいる常套的な手法であるが見『社会的地位』のテクスト
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においても，ロワザンとヴォセー公爵夫人との出会いから 2者の接近にいたる

過程を描くさいにしばしば織りこまれている。ここでは「まなざし」を介在し

て，年齢をめぐる誘惑者の葛藤の水面下にある，恋の動機と可能性がしめされ

ているとは考えられまいか。

このあとつづいて，夫人から愛の告白を引きだそうとするロワザ‘ノの姿が描

かれるが，スタ‘ノダールはアイデアに行きづまったのであろうか。女主人公の

冷やかな態度に主人公が自分の考えちがいを気づくところでテクストは中断さ

れてしまう。その後なんどとなく草稿は読みかえされ，部分的な修整がほどこ

されたり，いくつか筋立てなどの案が書かれたりもするが，ふたたび執筆のた

めの熱は作家のもとには訪れなかった。プラソのひとつでは，小説の結末は公

爵夫人の冷やかな態度の理由を知ったロワザ‘ノが彼女にあらためて恋心を抱く

ことになっている点から考えて32)' スタ‘ノダールはドソ・ファソ的な幻想から

醒めた主人公の心理を描くつもりだったのではないかと思われる。いずれにせ

ょ，作家はこれまで見てきた主人公の性格を文学的にみて「新しいもの」であ

ると考えていたようである33¥

V 感じやすい魂

さて，以上の考察からスタソダールが『社会的地位』のなかで展開しようと

していたのは，「老い」のもたらす一般的な性格的特徴ではなく，作家自身の

青年のような内面をモデルにした新しい個別的な性格であるのがあきらかになっ

たと思う。このような性格にもとづく恋愛にからめながら， 1830年代はじめの

貴族やプルジョワジーや僧侶といった諸階級の行動原理が解読されてゆく，そ

のような小説が予想されるのだが，残念ながらテクストは未完のまま放棄され

てしまった。それでは，この新しいとされる性格が具体的にはどのようなもの

であるのかをさらに検討してみることにしよう。 『エゴチスムの回想』のなか

でスタソダールは自身の性格の特徴をつぎのように語っていた。
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友情においても恋愛においても，最初の幻滅がくるまでは，わたしは激し，熱し，狂

し，過度の真卒さに陥る。が，いったん醒めると，わたしは瞬く問に16歳の狂気から50

男のマキアベリズムヘと一転し，一週間もたてば残るものは溶けてゆく氷，つまり完全

な冷淡さあるのみだ（以上のことは，つい最近も LadyAngelicaとの関係で経験した

ところ。 1832年5月のことである）。〔強調はスタ‘ノダール〕 34) 

作家は1821年当時の自分をかえりみながら，自身の性格はいまも変わらないと

語っているのだから，このような心理パターソが老いの徴候として語られてい

るとは考えられまい。レディー・アンジェリカが誰なのかは今もって同定がむ

つかしいが3,5)I この「経験」が小説に生かされていることは，公爵夫人の「死」

にたいする恐怖心がロワザ‘ノに打ちあけられる第2章の挿話のなかで，これと

類似した構図が主人公の心理の推移に組み込まれている点から容易に見てとる

ことができる。

ロワザ‘ノはこの信頼に気づき，そのことに感謝した。それは公爵夫人という身分に由

来するあらゆる不信にたいして大きな一撃をあたえたのだった。彼は夫人にすばらしい

容貌をみとめた。瞬く問に自分が魅了されてしまうのを彼は感じた。この時，彼女の年

齢から引き出された，公爵夫人を愛することへの抗弁が，彼の心から永久に追い払われ

てしまった。

彼女はことばをつづけた。〔…〕

公爵夫人のまなざしが自分にもたらすあまりの感動に，彼はほんらい自らの役割が求

めるような返答をするかわりに，彼自身にとって真実であることを述べながらことばを

返した。36)

ここでのふたりの会話は「死」と死後の審判をめぐるものだが，ちなみに1832

年5月前後といえばフランスでコレラが猛威をふるっていた時期であり，著名

人をはじめ多くの犠牲者がでていただけに，当時の大使館の話題としてはさほ

ど突飛なものではあるまい。じっさいスタ‘ノダールも万ーに備えて，パリにい

た友人のプロスペル・メリメに治療法を尋ねたぐらいである。

このあと，すっかり興奮し取り乱した夫人の口からつづけられる奇妙な告白
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に，ロワザンは「見せかけ」を感じるや，熱から醒めて夫人の動機を分析しは

じめるのだが，以上のような主人公の一連の心理過程にみられる構図が一般に

は理解しがたいものと懸念したのか，作家はあらかじめテクストの冒頭部分で

「見せかけ」にたいする主人公の敏感さを示している。

心の琴線にふれる言莱，街角で耳にしたり，職人の店で偶然でくわす不幸の偽りなき表

現，こうしたものにロワザ‘ノは涙をみせるほど心動かされるのだった。しかしながら，

苦悩の表現にほんのわずかの誇張や，あるいは見せかけのおそれがすこしでもあると，

もとの動機がいかに正当なものであろうとも，ロワザ‘ノの言葉にはもはやこのうえなく

辛辣な皮肉があるばかりであった。:rl)

ではなぜスタ‘ノダールは，小説のなかで「16歳の狂気」から「50男のマキア

ベリズム」へと変貌する性格を描くために，このような他者の虚偽を問題化す

るのだろうか。じつは，これらの結びつきは『エゴチスムの回想』に遡って見

られるものである。第6章のイギリス娼婦の挿話，そこでは虚飾のない娘の無

邪気さに自らの心を開くスタンダールの姿が描かれているが，この挿話につづ

いて語られるのは，まさしく虚飾のわずかなニュア‘ノスにも傷つく作家の心に

ほかならない。もはや主人公ロワザンに移植されているのが，晩年をむかえる

男の心理的メカニズムなどでないことはあきらかであろう。スタンダールはい

わば自らの風俗批評の原理をなすものをあたえようとこころみたのである。し

かも重要なことに，作家は『社会的地位』の執箪時にはすでにこの原理の形成

が青年期に終わっていたことに充分自覚的だったと思われる。というのも，先

の引用箇所につづいて， 16歳のときには主人公は「そのようにできあがってい

た」と語られているからだ。そうであるならば，スタ‘ノダールは16歳から49歳

にいたるまで一貫して変わらぬ独自の「感じやすい心」のメカニズムをこの小

説のなかで展開しようとしていたのだ，といってもけっして過言ではあるまい。
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結語

『エゴチスムの回想』の執筆は，スタ‘ノダールに自己の同一性についての積

極的な認識をもたらした。そのような認識を根底にふまえてなされた『社会的

地位』の創作は，たんに現在の自己像にナルシシスチックに見いってなされた

とはいえず，むしろ自己をモデルにあたらしい文学的な主題の可能性をさぐる

試みとして位置づけることができよう。『エゴチスムの回想』の放棄される契

機となったのが，人生の展望についての積極的な認識であり，また自己認識か

ら創作へとむかう作家の歩みが「老い」や晩年の意識にたいする抵抗の軌跡で

あることを併せみるならば，スタ‘ノダールが『アソリ・プリュラールの生涯』

の執筆にいたるまでの過程はけっして直線的なものではない，そうとりあえず

いえるのではあるまいか。

ところで『社会的地位』は，たとえ完成されたとしても，とても作家の生前

に発表できるたぐいの小説ではなかった。そのスキャソダラスな内容にたいし

て当然予想される各方面からの反応は，スタンダールの意欲をそぐに充分足り

るものであったろうと思われるが，より以上に作品のゆくすえに重要な影響を

およぼしたのは作家の身辺でおきた事件の方ではなかっただろうか。 1832年10

月6日，執筆が中断される。これはアンリ・マルチノが指摘するように38)' ジ

ウリア・リニエリ＝デ＝ロッキが，後見人ダニエッロ・ベルリソギエーリに伴

われてパリからイタリアのフィレソツェに到着した時期と一致する。ジウリア

との関係が破局をむかえるのは，同じ年の12月なかば前だとされている。スタ

ソダールは心の痛手を『社会的地位』の推敲でまぎらわそうと箪をとるが，結

局12月12日になされた推敲が事実上最後のものとなる。そして，翌年の6月24

日の彼女の結婚の日をさかいに，小説にたいする意欲は薄れていったようであ

る。では，このように一見して並行している，ジウリアとの関係と『社会的地

位』創作の経過であるが，両者のあいだになんらかの密接なつながりがあると

したら，それはいったいどのように説明できるのだろうか。この興味ぶかい問
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題の検討をつぎなる考察の課題とし，ひとまず本稿を終わることにしたい。
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